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1 はじめに

本県の農業就業人口は年々減少し、高齢化する現状

にあり、露地野菜の省力化、軽労化が望まれている。

特に、キヤベツについては、野菜の牽引役として位置

づけている本県にとつて、生産拡大に向けた、省力化

技術の確立が緊急の課題 となつている。また、生産現

場では育苗、移植、中間管理の機械化が進んできてい

るが、依然として手作業で行われている収穫・運搬作

業については、特に、圃場内での運搬の省力化・軽労

化が強く望まれている。そこで、選択収穫を前提とし

た収穫・運搬の補助作業機械の性能を評価 し、導入基

準を策定したのでここに報告する。

2 試験方法

(1)試験年月日 :2001年 10月 15日

(2)試験場所 :岩手県農業研究センター内ほ場

(畝長485m× 条間06m× 1行程4条 )

(3)供試作物 :キ ャベツ (品種 :夏 さやか)

(4)供試機械 :K社製野菜収穫運搬車 (CCH l)

(表 1)

(5)供試機械を用いた作業の流れ (写真 1)

1)収穫者が機体前方で選択的に収穫・調製 した

キャベツをコンベヤに載せる。

2)コ ンベヤで機体後部に運ばれたキャベツを後部

作業者が箱詰め、梱包作業する。

3)箱詰めの終わつた箱は荷台に搭載する。300kg

程度まで搭載可能。

4)荷下ろし時には、 トラック等の運搬車に横付け

可能で、コンベヤを逆回転させて荷台搭載物の

荷下ろしが可能。

(6)試験方法

機体前方での収穫作業者2人 、機上での調製箱詰め

者2人で作業 した。箱詰めは全農規格のダンボール箱

を用いて行つた。箱詰めの終わつた箱は荷台に積載し、

485mの畝を2行程連続作業して作業能率、作業負担度

評価を行つた。また、作業能率から負担面積の算出を

行つたが、算出に当たつての作業可能 日数率について

は盛岡の過去30年間 (1971年 ～2000年)の降水量から

確率的に求めた。この場合の降水量基準は、雨天時で

も収穫する必然性がでてくることを想定し、日降水量

で当日10mm、 前日30nla、 前々日50nl以下の基準を設定

して算出した。

作業負担度は、作業姿勢区分評価法追加版に基づい

て、作業姿勢による負担度を評価 した。

(7)耕種概要 :播種 :7月 19日 (200穴セル成型苗)

定植 :8月 10日 (YttACP-lM)(株問30cm、 条間60cm)

雑草防除 :8月 15日 除草剤施用 (乗用管理機)

害虫防除 :①8/13②8/14③9/1④9/18

収穫 :10月 15日 (試験月日)

(8)試験項目 :作業能率、作業負担度

3 試験結果及び考察

(1)作 業能率

本機を用いたキャベツ収穫作業は、4人組作業の場

合で10a当 たり687時間で作業でき、慣行の手収穫作

業に比べて271%の省力化が可能であつた (表 2)。

ただし、この場合の作業能率には箱づくり時間は考慮

していない。

(2)負担面積

作業能率から6月 から10月 までの負担面積を算出す

ると、月別でおおむね20～ 2 8haで あつた (表 3)。

ただし、降雨後及び降雨時の回場での機械走行が可能

であればこの限りではないものと思われた。

(3)損 益分岐点面積

本機の必要最小限のオプション装着を想定した場合

の価格は1,362千 円で、損益分岐点面積は 6 7ha程度

であつた (表 4)。

(4)作 業負担度

10a当 たり作業負担度は、収穫者、箱詰め作業者 と

もに大幅に軽減 された (表 5)。 これは、箱詰め作業

者が運搬車上で立ったままで作業できるため、作業姿

勢による作業負担度が軽減されたことと、収穫作業者

-227-



東 北 農 業 研 究  第 55号 (2002)

も作業姿勢的にはあまり変わらないものの作業能率が

アップしたことによつて作業負担度が軽減されたもの

と思われた。 しかし、収穫者は継続 した作業では作業

姿勢がつらくなる傾向があるため、比較的負担の少な

い箱詰め作業者と交代での作業が望ましい。

表 3旬 別負担面積

時期 概

6月 上旬 101
中旬 093  2_87
下旬 093

7月 上旬  081
中旬  080
T準]  0 99

8月上旬  077
中旬  084
T準]  0 77

9月 上旬  066
中旬  065
下旬  075

10月 上旬  071
中旬  070
下旬  073

表4 損益分岐点面積

作業能率      lh/10a)  124
組作業人員     (人 )

延べ作業時間 (L∠1-
「艦創臓墨

~硯

す 1'362.讐:

注1:作業者 1人 当た りの評価である

注2:作業負担度評価は姿勢区分評価法追加版

(H12成果)に よつた

注3:評価点は作業姿勢のつ らさを示 し、大きい

ほど作業姿勢がつ らい。 10a当 た り作業負

担度 =評価点平均×10a当 た り作業時間

-1
2 60

全  長(mm)
全  幅(mm)
全  高(mm)
質  量(υ
エンジン出力
トレッド (mm)
クト■躊長 (mo
コンペア速度
作業人員

3.300

.860～ 2,310(ト レッド可変 )

1,440

350
43PS]/1800rpm
1,350(ハンドルで可変)

110(選択収穫仕様)Xl,200

:147kPa以 下

24(0 6olX 4条 )

収穫調製  2
箱詰め  2

0.030m/s

6.87 100%

表 5キャベツ収穫時の作業負担度評価 〈2001、 2000)

区名   作業者  評価点
程墓轄ま 撃又

り

収穫運搬 収 穫 者 509 2199 4.32h
作 業 機 箱詰め者 242 13.70 566h

業 1[:[作
収 穫 箱 詰 者 524 5450 1040h

2 38

2 06

2 14

作 業 幅 (m)

作業人員 (人 )

平均作業速度

作業能率 (h/10a)

4.32

1 34

0 33

0 63

0 14

0.11

62.9%
19_6%

4 8%
9 2%
2 0%

1 5%

本機延べ作業時間  (h/10a。 人 )

慣行手作業延べ時間 (h/10a・ 人 )

慣行対比省力時間割合 (%)

27.5

37 7
27 1

表 l K社製野菜収穫運搬車の主要諸元

固定費: 耐用年数  (年 )

写真 1 野菜収穫運搬車の作業の様子

収穫調製箱詰め

箱詰 め

旋回・ 移動

荷下ろ し

空箱積み

注 1:作 業能率は収穫率を80%と して算出
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